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参る種eJ貴金属合金液 棒は桓 ･8:eJ物理量 が 参る特定の組成領域 で藤値 を持つ
点 で極めて興味 ある合金 である｡Cu-Sn合金は この ような性質 を有する代表
的例 で.この場合Sn20a/Qa)近傍 で以 下に示す ような現象 を皇することが
知 られている(1)o 与





6) 密度 ,欝政審,ホール係数および活量 もSn20a/Oで平均値から最大
a)ズレを示すo
これらの性質はある種の原子会合状態が存在することを遠慮させ ,事実こp
考 えに基づいて定性的 (半定量的 )説明が試みられ .成功 して来ているci本研
究a)目的姓陽電子哨戒a)角皮相関a)実験によ.D.このよう夜物質の電子状態を
調 べ ,｢クラスター｣a)本性を明らかにすること拡ある.







殻電子の寄与をGau.ssianと仮定 し, parabolliepart との交点からフエ
ルミ波数を求めると図2e)ようになった｡ 図2には合金密度(2)から自由電子近
･似 を用いて計算 した結果 も示 しであるO
この図から明らかなように,密度から求めたkFは Sn酸度aJ増加と共に単
調に増加するが,陽電子哨戒から求めたkFは Sn20a/O近傍 で極小を形
成 しているO これはCu-S･n合金系で見られる種 々の異常物性 と対応するも
のであ D , 又こa)ような合金系において自由電子近似が不適当であることを示
す ものと考えられ'る｡
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